









パラオ熱帯生物研究所（Palao Tropical Biological Station; 以下、PTBS）は、1934（昭和 9 ）
年に、当時、日本の委任統治下にあったパラオのコロール島1）に、財団法人日本学術振興会に
よって設置された研究施設である2）。
日本学術振興会は、1933（昭和 8 ）年10月、第 7  常置委員会に熱帯生物研究に係る小委員会
（第11小委員会）を設置した。1934（昭和 9 ）年 1 月には第 1 回会議が行われ、柴田桂太（東京
帝国大学教授）を委員長に選出、第 1 期事業として、「珊瑚礁ニ関スル生物学的総合研究」を行
うことが決議された。なお、委員の一人であり、後に PTBS 所長を委嘱される畑井新喜司（東
北帝国大学理学部教授）は、第 1 回会議の直前、1933（昭和 8 ）年12月10日～1934（昭和 9 ）






Biological Station Studies”（全 2 巻 8 号、1937（昭和12）～1944（昭和19）年）と和文雑誌「科
学南洋」（全 5 巻14号、1938（昭和13）～1943（昭和18）年）3）などで発表された。





パラオ熱帯生物研究所関係資料は、東北大学史料館に 2 回にわたって寄贈された 5 点から構
成されている。












（2） 2017年 4 月25日、（一財）熱帯海洋生態研究振興財団・阿嘉島臨海研究所（沖縄県座間味村）
から「岩山会会報第一号（一九三九）－第九号（一九六九）原本」、「日本学術振興会パラ
オ熱帯生物研究所　岩山会会報　第一号（一九三九）－第十七号（一九八七）」、「南洋群島









ルーズリーフをホチキス留めしたもの 6 点）と1992（平成 4 ）～1993（平成 5 ）年に阿刀田研二
によって作成された清書版（以下、研究所日誌清書版：ルーズリーフをホチキス留めしたもの
2 点）、PTBS に関する重要なトピックをまとめた「重要事項抜粋」（ノート 1 冊とルーズリー
フをホチキス留めしたもの 1 点）の原本と、阿刀田によって作成された清書版（ルーズリーフ
をホチキス留めしたもの 1 点）、その他、ページ追加時に元田が作成した前書き・研究所沿革等




研究所日誌原本は、1936（昭和11）年 5 月 4 日に元田によって自主的に書き始められて以降、
1943（昭和18）年 6 月20日4）までに、 7 名の研究員5）（元田茂、山内年彦、島津久健、阿刀田研二、
加藤源治、大平辰秋、熊野正雄6）、（加藤源治）の順）が担当者となって書き継がれた7）。また、











岩山会会報は、PTBS に派遣された研究員及び第11小委員会委員と PTBS に関わりの深かっ
た研究者・関係者等をメンバーとした同窓会的組織「岩山会」の会誌である。PTBS の活動期
『パラオ熱帯生物研究所関係資料』について 31
間中である戦前・戦中に第 1 号（1939（昭和14）年）～第 6 号（1942（昭和17）年）が発行され
た。戦後は、第 7 号が1954（昭和29）年に発行され、以降、不定期に第18号（1993（平成 5 ）年）
まで発行された。
岩山会会報第 1 ～ 9 号の原本は、「謄写刷り」（謄写版印刷）で発行されたものである。1989（平
成元）年、元田は、謄写刷りの岩山会報を活字化して復刻版を作成し、岩山会会員に再配布した。
現在、岩山会会報は、国立国会図書館、沖縄県立図書館などで閲覧可能であるが、両館に収蔵























「ミクロネシアへ海の動物を求めて」、『自然科学と博物館』 第50巻第 2 号、1983年、15-18頁
／Motoda, Shigeru, 'Short history of marine science in Palau before the World War II', Palau 





















2 ） 研究所の建物は1935（昭和10）年 3 月に、アラバケツ集落（現、Ngerbeched 地区）に完成した。
3 ） この14号とは別に、資源科学研究所科学南洋編集部による「科学南洋」第15号が、1944（昭和19）年に北
隆館から発行されている。









 「1. 各研究員の実験進行状況に就いては記さない。ただ他の参考になるような事は出来るだけ記入した。2. 
外部との交渉、来訪者等に就いてはなるべく詳細に記録した。3. 船の出動を必ず記録した。」
 但し、現在、研究所日誌原本にはこの記述はみられない。なお、「船の出動」とは、PTBS が所有してい
た 4 隻の調査用船艇を指すものと思われる。
